














研究要旨 乳幼児期に安定した親子関係を確立し、心の安全基地(ボールビー)を作ること

で、思春期以後の精神的混乱の大部分は予防できる。この目的を果たすために幼児期に満

たされていない心の叫びや、乳幼児期の不十分な親子関係を早期に発見し、早期に適切な

介入をする事が大切である。 

1)幼児は心的外傷を受けストレスが貯まると心身症、気になる癖、異常行動(以下まとめて

心身症とする)となる 1)。心身症は「このままでは一人前の大人になれません。助けて下

さい」という心の叫びだと言われている z)。親子関係で心が満たされると心身症は消失す

る 3)。幼児の心身症を利用したチェックリストを作り、現在保育所で調査中である。 

2)心が満たされなく、心の安全基地を作れない不安定な母子関係を早期に発見するため

AIDS 尺度 4)を利用し、現在保育所で調査中である。 

3)子どもの心は両親に甘えることで満たされ、ストレスの症状である心身症は消失する。

しかし子どもの甘えを十分に受け入れることが出来ない父母がいる。このような父母は三

つのタイプに分けられる 5)。 

①現在辛いことを抱えで悩んでいる。 

②子ども時代に辛いことがあり、その心的外傷が未だに癒されていない。 

③子どもにストレスを与える世代問伝達(親は自分が子どもの時代に両親から育てられた

と全く同じように、無意識に自分の子どもを育てる)がある。 

育児困難な父母のチェックリストを利用し、早期に育児困難な父母を発見し、親子介入す

る必要がある。現在産科で調査中である。 

以上三種のチェックリストを利用し、心が満たされていない幼児、心の響き合いが出来て

いない親子、子どもを受け入れる事が出来ない親子を早期に発見し、早期に介入する方法

を探ってゆく予定である。 


